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うるま市での活動報告「沖縄うまんちゅ子どもの権利推進プロジェクト」とは？

もっと「子どもの権利」について知りたい

認定NPO法人ACE、一般社団法人URUFULL、NPO法人沖縄青少年自立援助センターちゅらゆいが沖縄県内で
実施している、子ども・若者のウェルビーイング向上を目指すプロジェクトです。おとなや子ども・若者向け
に「子どもの権利」やNVC（共感的コミュニケーション）を伝えるワークショップ、子ども・若者とおとなの対
話の場などを企画・実施しています。

子どもが生まれながらに持っている、子どもが成長するために必要な権利です。子どもはおとなと同じよう
に人権を持っていますが、特別な保護が必要な存在でもあり、おとなや国には子どもの権利を守る責任があ
ります。1989年に国際連合によりつくられた「子どもの権利条約」では、この大切な４つの権利が４原則と呼
ばれています。

こども基本法は、日本国憲法および子どもの権利条約の精神にのっとり、全てのこどもが、将来にわたって幸
福な生活を送ることができる社会の実現を目指し、こども施策の基本理念や実施について定めた法律です。
この基本理念には、子どもの権利条約の4原則も反
映され、この法律によって、2023年4月から、こども
施策を実施する自治体は、こどもの意見を反映する
ことが義務づけられました。こども家庭庁が中心と
なり、国もこどもの意見を聴く仕組みを充実させ、
こどもまんなか社会の実現をめざしています。

差別の禁止（第2条）
すべての子どもは、人種・性別・ことば・宗教・
障がい・貧富の差・考え方・親がどういう人か
などによって差別をされません。

子どもにとってもっともよいことを（第3条）
国やおとなが子どもに関係のあることを行う
ときは、「その子どもにとってもっとも良いこと
は何か」を第一に考えます。

生きる・育つ権利（第6条）
すべての子どもの命が守られ、もって生まれた
能力を十分に伸ばして成長できるよう、医療、
教育、生活への支援などを受けることが
保障されます。

こども基本法
こども家庭庁

意見を表し尊重される権利 （第12条）
すべての子どもは、自分に関係のあるすべての
ことについて自由に考えを伝えてよく、
その考えは、子どもの年齢や成長をしっかり
考えて受けとめられます。

子どもの権利とは

こども基本法

動画やパンフレットが
あるので、見てみてね。

わたしらしさを大切にする
子どもの権利ワークショップ

「子どもの権利実践研修」

「うまんちゅしゃべり場」
STEP1〜3 対話型ワークショップ

児童館、公民館へのかめパ号出動

子どもの権利を子どもに伝える活動 子どもの権利をおとなに伝える活動

子ども・若者・おとな との対話の活動2024年2月
2024年6月

　　　　
　　11月

2025年2月

田場小学校５年生
天願小学校５年生
彩橋小学校５年生、６年生
赤道小学校５年生、
特別支援学級・自立支援教室３～６年生
城前小学校５年生（予定)
中原小学校２年生（予定)

…P04

…P05

…P15…P02

わたしらしさを大切にする子どもの権利ワークショップ
子どもたち自身が子どもの権利を知り、自己肯定感を高め、自己を表現できるようになることを目的にした
ワークショップです。（2023年ACEが開発）
内容は、NVC（共感的コミュニケーション）の考え方を取り入れて、一人一人が持つ「気持ち（感情）」とその奥
にある「大切にしたいこと・願い（ニーズ）」を探した
り、「子どもの権利条約」と「こども基本法」を紹介
し、事例を通じて子どもの権利にはどんな権利があ
るかを学んだり、意見を表明するために具体的に
どうしたらいいか、自分の気持ちと願いを大切にす
る、自分らしいメッセージをつくることにチャレン
ジします。

子どもが子どもの権利を知ると
ワガママになる？

義務を果たさないと権利はもらえない？

子どもの権利は、生きること・育っていくこと
に必要なことです。わがままになることとはち
がいます。

子どもの権利は、子どもが生まれたときにすで
にもっているものです。何かをするかわりに権
利をもらえるものではありません。また、子ど
もの権利を守る義務は、親や学校の先生や国な
どにあります。

子どもの権利があると知ってどんな気持ちになる？

安心する うれしい(権利が)こんなにいっぱい
あるなんてびっくりした！

自由でいいんだよという
権利があってうれしかった

ほっとする

子どもの権利について “よくあるギモンと大切なポイント”コラム

Q Q

A
A

参照：日本ユニセフ協会（https://www.unicef.or.jp/crc/）
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子ども・若者とおとなの「うまんちゅしゃべり場」とは？

国連子どもの権利条約を基本理念とした日本初の子ども関連法であるこども基本法が2023年に施行され、
自治体には子どもの意見を聴き反映することが義務づけられました。「子どもの意見を聴くってどうしたら
できるのだろう？」と、うるま市で子ども・若者と、おとなたちが対話する場の試みとして提案したステップ
1～3の活動が「うまんちゅしゃべり場」です。

日　　　時｜2024年７月29日9:00～12:00
会　　　場｜うるま市健康福祉センター（うるみん）
プログラム｜①はじめに　②子どもの権利について　③子ども時代のウキウキとモヤモヤ

④こども基本法、子どもの権利条約と自治体の取り組みについて　⑤質疑応答
⑥子どもの気持ちになって話してみよう　⑦子どもとのコミュニケーション

（休憩）　⑧子どもの声を聴くとは　⑨うるま市できこえてきた子ども・若者の声
⑩子ども・若者施策に関する悩み、子どもにききたいこと　
⑪若者の声をきこう　⑫本日のおさらい

参　　　加｜18～30歳の若者7名
おとな16名（所属 ： うるま市社会福祉協議会、うるま市こども未来部こども政策課、
うるま市防災広報対策部共生推進室、 うるま市子育て包括支援課、うるま市議会、
うるま市教育委員会、子ども支援団体など）

日　　　時｜2024年10月５日（土）13:00～16:30
会　　　場｜いちゅい具志川じんぶん館
プログラム｜①イントロダクション（ACEとURUFULLの紹介 / セーフガーディングの説明 /

アイスブレイクのゲーム / 参加者自己紹介）　②子どもの権利条約とこども基本
法について　③気持ちと願いを感じて話してみよう（共感的コミュニケーション

（NVC）ダイアログカードを使ったグループワーク）　（休憩）　
④うるまの子ども・若者のウェルビーイングワークショップ「うるま市がこう
なったらいいな」

参　　　加｜15歳までの子ども8名、16～30歳の若者8名
おとな10名（所属 ：うるま市こども未来部こども政策課、うるま市議会、うるま市
教育委員会、子ども支援団体など）

日時｜2025年1月25日（土）10:00～15:00
会場｜うるま市健康福祉センター（うるみん）　「こども未来フェスタ」内
ラジオ形式でこれまでの活動を一緒に振り返りながら、うるま市の子ども若者の
ウェルビーイング向上のための参加者それぞれのアクションについて語ります。

STEP

１

STEP
2

STEP
3

子どもの権利実践研修＆対話グループワーク

子ども・若者とおとなの対話型ワークショップ

報告と対話の場　うるびーラジオ～みんなの声をきこう～ （仮） 

次のページから、ステップ1、2の
内容と参加者の声をご紹介します。

STEP 1｜子どもの権利実践研修＆対話グループワーク
おとなの皆さんからの色々な質問にユースサポーターが答える形でグループに分かれて対話しました！

 声を聴くことが最初になると思った！

話せる場所

身近な出来事を権利条約と
結びつけられてよかった。

若者と一緒に話し合える場が良かった。
直接話ししながらの参加できる研修、貴重です。

色々な部署、分野が参加した方が良い。

権利(子どもの）について法律の話などから
国・自治会の取り組みなど流れもわかりやすく、

とても良かったです。

おとなから若者に

苦しいときにどんな場所、
人があったらいいか？

おとな参加者の声（開催後アンケートより）

Q.

A.

安心できる人
居られる場所

・外のおとなの意見が知れる。対話できる。
・ただ、きいてほしい。
・雑談に救われる。元気になる。
・知らない人とSNSではなすのこわい。
 直接話せる場所がだいじ。

・否定しない人【絶対条件】
・子どもが大きくなったようなおとながいる場所。
・マジレス(※)されない関係。
 ※マジになってレス(答え)られる。正論で返される。

・苦しい時は自分のことしか考えられない。
　話せない。(手一杯)
・中学生以上になると、集まれる場所がなくなる。
・「居場所」と「あそぶ場所」はちょっとちがう。
・夜居られるところ

若者からの回答

後援｜うるま市、うるま市教育委員会



0605

asobo Vol.3 / うるびー報告書 合併号 うまんちゅしゃべり場

Group 1

中卒でも
できる仕事を

増やす

​・ 受け入れてくれるおとな、社会

​・ ちょっと年代の上のおとなから、
   「高校は卒業しとけ」
　辞めたら「すぐ仕事しろ」と言われる
　でも仕事がない

・ 正社員率
  上げてほしい

・ 得意なものを生かす仕事がほしい

・ 働きながら
  資格が取れる！

・ 求人に中卒でもOKなのを
  増やしてほしい！！　
  (ちゃんとわかるようにかいてほしい！！)​

・ スキルを身につけることのできる仕事、
  求人があるといいな (ネイル、美容師...)​

・ 学歴で判断しないでほしい

・ 人と話さなくてもいい仕事を増やしてほしい
   (Webデザイナー​、イラストレーター​、
    ネイルチップうる​、作家​）

説明する
（願いから）

若手育成の一環で
中卒採用の仕組化

中卒の人でも社会に出れる
（偏見をなくす）

受け入れてくれる会社が
増えたらいい？ 体の仕事​多いヨネ

「こうなったらいいな」を思い描こう
・2035年、うるま市が「日本の子ども・若者ウェルビーイング

ランキング1位」になっているとしたら？
・「こうなったらいいな」を書き出して、グループでシェア。

グループでアクションを書き出そう 
ポストイットに、そのアイディアを実現するためにできること
をどんどん書いていこう

ポスターセッション　
・どんな未来、どんなあったらいいな、どんなアクションが

出たかな？他のグループはどんなことを考えていたのかな？
・ぐるっとまわってみよう

グループで深めたい「こうなったらいいな」をひとつ選ぼう

どうしたら実現できるかグループでアイディアを出そう

「こうなったらいいな」

アイディアを実現したり
課題を解決する具体的なアクション

まるの中に書かれた言葉は「こうなったらいいな」を
実現するためのアイディアや課題

自分の「まず一歩」のアクションを考えてみよう
グループで「わたしのアクション」をシェア

書き出された内容は当日の言葉のままです。意味の通りにくいもの
もあるかもしれませんが、できるだけそのまま再現しています。
一部子ども・若者や居場所のスタッフからの解説を加えているもの
もあります。 疑問に思ったこと、気になった言葉があれば、そこから
対話を始めてみませんか？

STEP 2｜子ども・若者とおとなの対話型ワークショップ

2

3

4

5

6

1

・まるい用紙の「えんたくん」を囲んで、真ん中に選んだ
「こうなったらいいな」を置く。
・「どうすれば実現できるか」「もっとこうだったらいいのに」

アイディアを出して「えんたくん」に言葉でもイラストでも
どんどん書いていく。

・書いたものをシェアして、さらに書き足そう！

こうなったら
いいなぁ

あぁなったら
いいな

こうしたいなぁ

こうなったら

いいなぁ

こうなったら

いいなぁ
アイディア

なるほど

idea

idea

IDEA

idea

アイ
ディア

わたしの
アクション

わたしの
アクション

こんな

ワケがある

こんな

ワケがある

もっとこうしたらいいのに

もっとこうしたらいいのに

こうしたら
どうかな

こうしたら
どうかな

どんなアイディアがあるかな？

話を聞いてみる！

見つけられるといいよね

「子どもの権利条約とこども基本法」の講義、「気持ちと願いを感じて話
してみよう」のグループワークに続いて「うるまの子ども・若者のウェ
ルビーイングワークショップ」を子ども・若者・おとなの混合グループ
で行いました。次のページから、当日の７グループの、まるい用紙「えん
たくん」（＊）上での対話をご紹介します。

中卒は自己責任？
高校の無償化が全ての子どもの進学を後押しできるわけではない。
家族の生活を支えるために、学校に通う時間があるなら働きたい、
という選択しかできない状況にある子も「進学しない」＝「学ぶ気が
ない」と見られてしまう。アルバイトしながら学費を稼いでやっと
通信制や定時制を卒業したり、高卒認定試験に合格しても、履歴書
で判断されてしまう。家庭環境やいじめ、発達特性など、本人の努力
ではどうすることもできない不登校や進路選択の偏りが「個人」「家
庭」の責任で終わらない社会に必要なことってなんだろう？ワークの流れ

「えんたくん」の見方

＊ 「えんたくん」とは、ワークショップや研修などで活用される、対話を生み出す
ためのコミュニケーションツールです。

対話の背景

学校に行けなくなって、お金を
かけずにできる時間潰しが絵を
描くことだった。親くらいにし
か見せてなかったから、初めて
居場所でリアクションをもらっ
た時、うれしくてもっと技術を
磨こうと思った。

卒業してから居場所を紹介され
た。そこで、高卒認定試験のこ
とを知った。もっと早く知りた
かった。
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毎日楽しい
遊ぶ場所が

たくさんある

​・ 言いたいこと、
  作ったものを発表できる

・ 昼間の過ごし方を選べる

・ ボール遊びだけ、
  スケボーだけとか、
  専用にする

・ 楽しくなかった時、
  話せる人がいる

・ 安く利用できるように
   価値のある場所にする

・ 夜、ぐっすり眠れる

・ 制限をなくす、
  少なくする

・ カラオケ半額の日作る！！

・ ルールがたくさん
  決められていない

・ 年代関係なく
  遊べる場所を作る ・ スケボー禁止

  じゃなくする
・ お金がかからず使える

・ 色々な種類の公園を作る
   （ スケボOK！野球OK！とか）

・ 沖縄に楽器店の街が出来る、
  増えている！！

・ 一年に４回、春夏秋冬、
   子ども、おとな関係なく
   沖縄で大きい音楽フェスをする

・ 若者居場所にお金がまわる

・ 同じ趣味、
  好きなものが
  ある人と出会える

・ 今ある使われていない
  土地、公園を整える

・ 移動しやすい

・ おとながいなくても
  遊べるところ

タクシー会社
にも言う

地域に
体育館を増やす

バス会社に言う

土地の
有効活用

​草かり、
公民館お願い

少年自然の家
施設増設

過ごし方アドバイザー

公園に遊具を増やす 誰も住んでいない家を壊して、
遊ぶ場所を増やす

好きな場所にする

仲間を作る

地域の色々な施設に
休める場所がある

どんな公園があるといいか
子ども達も一緒に考える

熊本グリーンランドを
好きな人を

あつめて体験する

うるみんバス
ルート提案

無料バスの
担当へ伝える

公園マップ
LINEで共有
バスで利用

・ 涼しい場所がある

おとなと子どもの
料金分ける

（子ども無料！）

・ 種類を増やす
   （ 遊園地、
    アスレチック、
    スポーツ）

・ 公園施設の無料バス

・ スポンサーがみつかる

・ ボール遊びOKにする

・ 子どもバスを
  無料にして、
  どこでも行ける

・ 自然は大切にする工事の工夫

ふるさと納税
クラファンの

企画を出す

・ ふつうの公園に
  遊具が充実してる

・ スポーツジムと
  体育館の利用、
  子どももOK

・ 誰でも利用OK
  の公民館

・ スーパーに併設

区長さんに
話に行く

市の体育館の
担当課に伝える

・ 一軒家を増やすんじゃなくて
   アパートを作って場所を広くする

・ 楽しいことを見つけられる

・ 欲しいものを安く買えたり、
  交換できたりする

・ 役割がある

・ おとなに(誰かに）嫌なことをされたら、
   どこで話したらいいか分かる​・ お金が稼げる

・ バス無料の日を
  つくる！

・ ごはんが食べられる場

・ 毎日、子どもたちが
  自由にいられる場がある！！

・ 映画館無料の日

・ 誰でもバイトや仕事ができる

・ 飛行機が安くなる日

・ 100均が本当に100均になる

・ なんでも1,000円

・ 自分が何が満足できる
  自分が何がしたいが見つける

・ 満たされる、
  安心できる場所がある

・ 支えられる、仲間がいる

・ 楽しいと感じる
  ことができる

・ 自分が何かの
  役に立つ

・ 楽しいことを
  見つける

ELCうるまを作る

カラオケ店に聞く
音楽の町にする

演奏できる
場を作る

LIVEをする

他人を
気にしないこと

Group 2
Group 3

・ 子どもは安い

・ 若者居場所
　→草かりしたり、自分たちで運営

・ バスケのコート

公共施設はおとなと一緒じゃな
いと入れない、公園は小さい子
や家族連れが多くて気を使う。

バイトをしないといけないので、拘束時間の多い部活はできない。行け
るときに行くって出来たり、週１とか曜日固定できる部活があるとい
いんだけど、週末参加できないと居づらくなったりして無理だった。
時々スポーツできる仲間や場所がほしい。

夜家でぐっすり寝られないって子は結構多い。
家族がいつ暴れたりパニックになるかなど安心できない環境で夜
を過ごしている子はいつどこで寝たらいいのかな。

対話の背景

同じ趣味の人やすきなこと、い
やだったことを共有できる場
所、認めてくれる人があること
が明日も生きてみようと思う理
由になる。

家に帰りたくない時、一日でい
いから避難させてほしい。

「こうなったらいいな」

アイディアを実現したり
課題を解決する具体的なアクション

まるの中に書かれた言葉は「こうなったらいいな」を
実現するためのアイディアや課題
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・ おとなも子どもも
  一緒に遊べたりできる
  イベントがあったら

・ 実際に見て
  感じて体験できる

・ 学年がない・ 教育費無料！！

・ おもしろい先生が
  たくさんいる

・ 友達と一緒に
  学ぶことができる

・ 別室で
  勉強ができる

・ 生きるための学び

・ 教室だけでなく
  外でも学ぶ環境がある

・ おじい、おばあも、
  おとな、若者

・ 公民館がその場所で
  あって欲しいなぁ

・ 学校しか学ぶ機会がない

・ 自分の得意が発揮できる場所
   （ 楽器、料理、手芸、花作り、カラオケ）

・ ボランティアできる

・ いじめや一人ぼっちが
  ない所！(学校）

・ 学歴社会×

・ 自由に過ごせる
  場所(叫んだり） ・ 一人でいられる場所

・ みんなが関わったりする場所
  （ まつり、あそび、仲を深める）

支援金

学びについて
対話がある

クラファンに出して
外国にいく

居場所でどんな学びがあるか
アウトプット

企画書や
事業主

話を聞く

連絡を取り合える方法を
作る（LINE？）

Tiktokショート作る

ネット環境を整える
自分からさそう

（遊ぼうや一緒にごはん食べようなど）

どんな学びの場が
あればいいか
子どもに聞く

今日は…をしようと
考える（決める）

子ども達と
対話

不登校の
理解

居場所の理解

チラシを作る
「こんな場所あるよ」

自分が好きなものは
何か考えてみる

または、一緒に考える

使わなくなった
ゲームを集める

先生にも
コミュニケーション研修を

勉強以外にも
学びとは何か調べてみる

みんなに声をかける
「来てね！」

カフェに相談する
（借りられるか）

お金を出してくれる人、
会社をさがす

地域の方と話し合う
思いを共有する

企業と連携して
できるように

話し合いをする
できるだけ

みんなで遊ぼう

周囲のみんなに
「あそぼ」と声をかける

通知表をなくす
行政、市町村等に

意見書提出

・ はみだしてしまったら
  急に生きずらくなる社会がある

・ 学ぶとは？を
  みんなで考える

・ 子どもを育てることに
  お金をつかうと
  国が本気になる

・ 外国に行って、
  いろんな学びの場を見る

・ 豊かに学ぶことが
  社会にとってどんな利点が
  あるか調査する

・ 多様な学びを
  認める社会

・ 得意なことを
  仕事にできる

・ 学校の勉強以外の
  学びを無料できる場所
   (お金、資格の勉強）

・ 好きな先生を
  選ぶことができる

・ 自分の好きな事、
  キライな事を知り、
  学ぶことができる

・ 学校卒業後も
  学ぶ時間、
  場所が自由

・ 学校以外で
  学ぶ環境がある

どの子ども達も
豊かに学べる
環境がある

みんなが
安心できる場所が

増えたらいいな

Group 4 Group 5

・ おにぎりと
  飲み物がある場所

・ 寝ころべる、
  座れる場所

・ みんながみんなの
  よさをほめあう場所

・ いつでも来れる
・ ゲーム、
  おしゃべりできる

・ ぼっちじゃない・ 友達が作れる場所

・ 子どももおとなも
  リラックスできる
  ソファ、ブランコ

・ おいしいコーヒー、
  ジュースが​飲める

・ ひまじゃなく地域のみんなが
  楽しい場所
　(笑い合っている）(学童）

​・ 子どもとおとなが
  相談できる場所を作る

・ 人見知りの子が
  もっとと友達ができる
  環境作り

・ 子どもを
  一日預けれる所が
  あったほうがいい

学びとの向き合い方は人それぞれ。
「学校」の中だけじゃない出会いが、

たくさんあるといい。

対話の背景

「困ったことがあったら、なんでも相談してね。」といわれるのが困
る。という子も多い。悩みが整理できてなくても、自覚がなくても居
ていい場所で、雑談が出来たり、言葉足らずでも汲み取ってもらえ
るような安心できる場所や人があるといいな。「親にそんな場所を
つくってあげてほしい。」っていう切実な声も多数。

対話の背景

一人部屋で
過ごす

話を聞いてもらえる場所がある
と、家の状況は変わらなくても、
明日話そう、聞いてもらおうっ
て思えるようになった。それだ
けでちょっとマシになる。

「こうなったらいいな」

アイディアを実現したり
課題を解決する具体的なアクション

まるの中に書かれた言葉は「こうなったらいいな」を
実現するためのアイディアや課題
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​・ おとなも案外行った事がなく
   イメージがないため
   ネガティブになり行かせてくれない

・ 食べ物、言葉などの問題

・ 外国で働く事も視野に入れた教育！

・ 外国に行くことの良い点を理解していない
→子どもの成長になること、
　又それを求めている子どもがいることを市に理解してもらう
→学校で県外、海外の文化を学んだり触れたりできる機会を増やしてほしい
→子どもの理解度に合わせたクラスを運営する
→外国の方と接する場

・ 外国へ行くことへの
  抵抗をなくす

・ 市にお金が足りない

修学旅行のレベル上げ！

企業と行政が
夢のコラボ！！

子どものニーズのアンケート、
ヒアリングを実施する

外国に対しての
勉強をする

今ある制度を
見直す

留学制度に
盛り込む

​・ 勉強できる環境、時間がある

・ ちゃんと卒業した後の
  イメージがわく

・ 興味があることを
  勉強できる

・ 自分で選択できる

・ 金銭面で選択肢から
  外さない環境

・ 選択肢の幅を多く

・ 座学ではなく体験型の
  大学というのはできないか？

・ 大学も経営なので人口の
  少ない沖縄には誘致しにくいので
　→通信で学べる環境づくり
　→学費がただになると通いやすくなるのでは？
　→いろんな大学

・ 学費以外の
  サポートがある

・ 親、周りの人が通学を
  後押ししてくれる

・ 背中を押してくれる
  人がたくさんいる

・ やりたいことがある
　→やりたいことを学ぶ場所がある
　　周りの協力

多種多様な
学べる場所の確保

資格や経験

親·家族むけの
進学説明会 

県外で過ごす学生への
定期的なサポート

奨学金支援の周知

モノモノ交換
コトコト交換の環境づくり

県内·県外の
海外の大学説明会

こども家庭庁に要請
多くの子どもの意見

出身大学ではなく
スキルを判断して

雇用する環境づくり

沖縄県知事に
北部～南部までの鉄道整備要請

足ながおじさんみたいに
支援してくれる

おとな、企業を探す

家庭に対する
サポート機能

通学サポート支援金
（国or市or企業or大学）

選択肢が増え、
自分で選べる環境！

進学に困らない
（大学の数が少ない！）

Group 6 Group 7市長にお願いする！
（飛行機の）チケット代を

安くしてもらう

奨学金（給付型）
知る・伝える

・ 教えてくれる人がいる

市外、県外、海外、外に出てみるチャンスが掴める機会、たくさんあるといいね。
やってみたいことを相談したり、情報を得られる環境があるといいな。

対話の背景

授業料がかからなくても、生活費を稼ぐ必要がある環境の子や相談
できる人が身近にいない人にとっては進学の選択はまだまだハー
ドルが高い。
選択肢を知る機会、いろんな場所で得られえるといいな。

対話の背景

「こうなったらいいな」

アイディアを実現したり
課題を解決する具体的なアクション

まるの中に書かれた言葉は「こうなったらいいな」を
実現するためのアイディアや課題
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ひまそうな人がいたら声をかけて一緒にあそぶ。

色んな意見を見れて良かった。

うまんちゅプロジェクトを「できる限り」いろんな人に
広める。ウェルビーイングを知ってもらう。

月に２回はライブする。
ライブでもっと人とのつながりをつくる。

子ども達から、やりたいあそびを聞いて
一緒に実現させる。

制服なくす同盟を作る！！

子ども・若者の意見をきき、できることを考える。

進学支援制度を今より知る。

コミュニケーションをとる。
あまり知らない人でもすすんで声をかけます。

自分がうるま市にほしい物という
自分の意見を言えて良かった。

自分自身の考えや気持ちをまずはしっかり
理解する。考えてみる。

→他の人に共有する。広めていく。協力していく。

普段かかわりのない方や、機会がないと
話すことない子どもと話せたので参加して良かった。

自分の意見を共有できて、楽しかったです。
他の人の「ウェル・ビーイング」について

知れたのもとても良かったです！

うるま市に遊ぶ場所が欲しい子ども・若者が
大勢いるよ！という実態をヒアリングであつめて

次回企画にむけてまとめる。

グループのメンバーの意見をきいて、
気付きが多かった。他のグループの意見、

考えは興味深いものがあった。
若い世代の意見が参考になった。

もっと早く居場所に出会うことが出来たら、、、
という若者のコメントが心に残った。

対話の場の必要性を感じた。
アイディアが重なるおもしろさがあった。

居場所でどんな学びがあるかを社会に伝える。
また多様な学びとは何か？を問題提起し、

みんな考える場をつくる。

誰でもの居場所の考えを共有する。
無料バスの担当課へアイディアを伝える。
ふるさと納税クラウドファンディングを提案

気軽に相談できるおとなが欲しい。
→まず身近なおとなに相談できるようになる！

→自分の悩みを話せるようになる！

子ども

子ども

若者

若者

おとな

おとな

わたしのアクション

参加者アンケートでの声

取り上げきれなかった「こうなったらいいな」

当日のワークショップでは深められなかった「こうなったらいいな」をご紹介します。
どうしたら実現できるか、ぜひアイディアを考えてみてください。

つながりが増えるための
そういう社会作りの強化

外国にいつでも行ける
チケット

公園がきれいで使いやすい!

一家に１台、ロボットを !!

困ったときに話を聞いてく
れる人、助けてくれる人が
いる

校則は生徒が決める !!
毎年変わってもいい

選べる給食が出る

おとなと子どもが仲良し

学校は毎日行かなくても
怒られない。休憩の日（誕
生日とか）がある

毎日楽しい 1 日。おとなも

学校での発表がなくなっ
てほしい

スカート折ってもいい学
校にしてほしい

うるま市に遊園地がほしい
（シェッとコースター、アス
レチック）

お金がほしい

学校がきれいになっている

自然があふれている

文化が継承されて、
大事にされている

どの子ども達も若者達も
自分の居場所が複数ある

学校が面白くなる

宿題なしで授業だけがい
いな〜

子どもにお金がかからない
好きなコトができる

地域コミュニティー再生
子ども、おとな、オジイ、
オバー仲良く

学校がなくなったらいいな

引きこもりの居場所が
もっと増加してほしい

みんなが保護者
（子育てを地域みんなで
やれる社会）

すべての子どもが笑顔
（やりたいことが叶う、
なんでも挑戦できる社会）

子どもとシングルマザーの
支援

差別のない社会

修学旅行とりもどし

気軽に相談できるおとな !

校則いらない。
ゆるくしてピアス OK、髪
色自由、まゆげ、ネイル OK​

子ども達が好きなこと、
やりたいことができている

運転免許をとるのを
サポートしてもらえる

無料でつかえる遊び場
相談できる。住める。
動物園。スポーツ施設。

街中にゴミが落ちていない

毎日自由に子どもたちが
遊んだり、ごはんを
食べれる場所がある !!

知ってる人も知らない人も
笑顔であいさつ

うるま市民全員があいさつ
したらしっかり返ってくる

学校の教室をなくす

心にゆとりがある
イライラすることが少ない

お金の心配がない

図書館が大きくて、キレイ​

無料バスで県内どこでも
行ける

ネイルサロン近くにほしい

制服なくしてほしい
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出張！対話の場
子どもに聞いたよ！みんなのウェルビーイング

楽器練習とか、
バンドしたい

学校で「子どもの声を聞くアンケートをやる」と聞いて、
「不登校の子は聞いてもらえないのかなって思ったけど、

こうして直接話す場に市役所の人も
来てくれているのを知って安心しました。

役所の中に気軽によれるところがあるといいかも。
直接話して、少しこわさが減ったから。

雑談に救われる。元気になる。
なんでもないことを直接話せる場所がだいじ。

中高生が気軽に集まれる
無料の場所がほしい

夜、居られる場所を
つくってあげたい

学校行けない、家から出られない時に
先のことを聞かれてもつらいってこと、

知ってほしい。

昼夜逆転って、すきにしてる
っていわれたけど、

すきでそうなったわけじゃないって
子も結構いると思う。。

別室登校していたとき、
放置されていると感じてた。

みんな忙しそうだった。
自分が行かない方が

先生は楽なのでは？と思った。

寝たくても寝れない家、
帰るのがこわい家があるって

知らないおとなとは話したくない。
かなしくなるから。うるまの各地で一緒にあそんでおしゃべりしながら、いろんな場所で聞こえてきた小さな声たちです。

移動公園かめパーク号とは？
子どももおとなもだれでも一緒にあそぶ場づくり
をうるま各地で展開するちいさなトラック。

おしゃべりした場所
みどりまち児童センターのみなさん
みやぎこどもひろばのみなさん
若者居場所あっぷるむのみなさん
拠点型こどもの居場所 わーわ田場のみなさん  
その他、移動公園かめパーク号で遊んだみなさん

気軽に参加できる、
スポーツのイベントが

あるといいな。

かめパ号がきて、
ベイブレードが初めてやれてうれしかった。

ブランコがだいすき
だけど、すくない。

うみをきれいにして
かめをまもりたい

いきもののはなしが
たくさんできてうれしい

学校に行けなくてつらい子が
居られるように、私も迎える人になりたい

お菓子を買ったり、
あそべる場所

ダンスをしているときは
全部忘れられる
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助成団体
この冊子に収められている活動は、ACEならびにURUFULLが受けている以下の財団からの助成を活用しています。

運営団体

沖縄うまんちゅ子どもの権利推進プロジェクト

asoboとは
子どもに届く、手に取りたくなる、一緒に創りたくなる、あそびながらつくるだれでも参画できるフリーペーパー
です。うるま市社会福祉協議会の「居場所の情報が子どもたちに届く冊子を！」という想いから誕生しました。

企 画 制 作
デ ザ イ ン
発　行　者
発行年月日

｜沖縄うまんちゅ子どもの権利推進プロジェクト「うるびー」
｜牧山萌 / URUFULL広報デザイン部のみなさん
｜沖縄うまんちゅ子どもの権利推進プロジェクト
｜2025年1月

沖縄うまんちゅ子どもの権利推進プロジェクトの中の
うるま市での子ども・若者のウェルビーイング向上を目指した活動を、
「うるびー」プロジェクトと呼ぶことにしました。
共に活動する若者「ユースサポーター」も募集中です。

公益財団法人
キリン福祉財団

公益財団法人
トランスコスモス財団

一般財団法人デロイト トーマツ
ウェルビーイング財団

認定NPO法人ACE NPO法人沖縄青少年自立援助
センターちゅらゆい

一般社団法人URUFULL

マスコットキャラクター
「うるびー」ちゃん

うるびー報告書 合併号
Vol.03


